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新聞を用いたワークショップを行います。どんな広告がどれだけあるかを調べます。 

そして、広告商品は環境にどの様な影響を与えるか考えます。その事から 

マスメディアの問題点や社会的矛盾など、社会的関係をみつめてみます。※ 

普通に言われていることと、違う視点で考えるきっかけに。 

   【会場アクセス】 

 

    

                                                      

 

                                                      

                                                      

 

 

 

 

新聞から考える 
環境や社会の問題 

 

広告は環境の敵？ 味方？ 

日 時：２０１８年９月２４日（月･祝） 14:00～17:00 

会 場：（公社）大阪自然環境保全協会 事務所(左記参照) 

持ち物：筆記用具、社会の関心事など、 

あれば、数日前の新聞（捨てても良いもの）１部 

参加費：２００円  ／ 定員：１５名（先着順） 

 

※「新聞から考える」は、リナックス型環境共育プログラム開発

プロジェクト（Project LINCS）などで開発されたプログラムです。 

 

 

地下鉄谷町線・堺筋線「南森町」駅③、④-B 番

出口、または JR 東西線「大阪天満宮」駅③出口

から 500ｍ（徒歩約８分）／ハイム天神橋２階 

◎お申し込みは、表題を「9/24 新聞から考える」として、 

 ksp@nature.or.jp までお申し込みください。 又は、Fax にて。 

問い合わせは、担当の後藤迄（TEL:090-8194-6462） 

 

主催：公益社団法人大阪自然環境保全協会（ネイチャーおおさか）

大阪市北区天神橋 1-9-13-202 TEL.06-6242-8720 FAX.06-6881-8103

ホームページ http://www.nature.or.jp 

身近なこととのつながりを考える環境社会問題プロジェクトは、 

日頃疑問思うことや、個々の問題意識を持ち寄って、 

様 々 な 面 か ら 話 し 合 う 会 に し た い と 思 っ て い ま す 。 

一 緒 に 問 題 の つ な が り や 根 源 を 考 え て み ま せ ん か 。 


